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 イヌ（Canis lupus familiaris）は 1 万 5 千年前から 4 万年前、家畜化されたと言
われている（ゾイナー, 1983; Leonard et al., 2002; Ovodov et al., 2011; Freedman et 
al., 2014；Botigue et al., 2017）。イヌの家畜化は最も早い時期に行われたことが示
唆されている（Vila et al., 1997）。イヌは猟犬や番犬として重宝されるだけではな
く、多くの人間の墓所からイヌの骨が見つかっていることは、イヌが家族の一員
として扱われ、ヒトと特別な関係にあったことを示している。イヌは「人間の最
良の友・Man’s best friend・人类最好的朋友」とも言われている。 

























Fahoum et al., 2013）。1998 年に行われた盲導犬に関する調査（日本財団, 1998）







るため、障害者にとって最善の選択と言っても過言ではない（Wang et al., 2012）。 
国際盲導犬連盟（International Guide Dog Federation、以下 IGDF）という国際的
な組織があり、2016 年 11 月現在で、30 ヵ国の 89 の盲導犬訓練施設が加盟して
いる。IGDF によると、2014 年時点で世界には 20,519 頭の盲導犬が使用されて
いる。大陸別の内訳はカナダとアメリカである北米に 8,543 頭、南太平洋に 1,032
頭、アジアに 1,015 頭、ヨーロッパとアフリカに 9,929 頭となっている（IGDF, 
私信）。 
関西盲導犬協会による、2013 年 3 月現在の国別盲導犬普及率（人口 100 万人
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あたりの盲導犬ユーザー数）をみると、英国が 79.2 頭と最も多く、米国は 35.5
頭で、日本は 7.9 頭と英国の 1/10 に留まっている。2018 年 9 月現在で、日本の
盲導犬実働数は 941 頭、中国は 150 頭余りになり、一般に欧米の国々と比べて、
アジアの盲導犬実働数は少ない（公益財団法人 関西盲導犬協会, 2014）。その理
由として、欧米では歩道の幅が広く、車道とはっきり区別されている地域が多く、
さらに、人口密度が異なり、2017 年のデータにでは、アメリカは 33.14 人／㎢、
イギリスは 271.13 人／㎢、ドイツは 231.67 人／㎢、フランスは 117.50 人／㎢
で、これらの国々と比べると、日本は 335.39 人／㎢と多い。中国は 144.85 人／
㎢で、一見少ないが、全国の 94％の人口が東南部（全国面積の 36％）に密集し、





















つの理由になる。日本では身体障害者補助犬法により、2003 年 10 月以降、認定
を受けた補助犬はすべての不特定多数が利用する店舗や施設での同伴利用がで
きるようになったが、「全国アイメイト（盲導犬）使用者へのアンケート調査」










盲導犬訓練センターでは 6～18 ヵ月間、南京警察犬研究所（盲導犬訓練部）は 6





活動等の経費を含め、1 頭の盲導犬を育成するのに日本ではおよそ 300 万円、中
5 
 




も 4,000 頭の盲導犬が必要だと言われているが、2009 年に盲導犬実働数が 1,070
頭と最大に達して以来年々減少し、2017 年度末には 942 頭となっている（社会
福祉法人 日本盲人社会福祉施設協議会, 2018）。 
過去数十年にわたり、盲導犬候補犬の選択および訓練について、様々な研究が
行われてきた（Batt et al., 2008; Rooney et al., 2009; Scandurra et al., 2015; Bray et al., 
2017）。しかし、成功率が低いことは、時間や費用の増大に繋がる（Ennik et al., 
2006; Tomkins et al., 2011）ため、盲導犬候補犬における行動学的適合性の早期発







行動的不適性は、盲導犬（James and Serpell, 2001）や多くの作業犬が不合格に
なる主な理由である（Duffy and Serpell, 2012; Notari et al., 2015）。これまで、気質
テスト（Murphy, 1995; Svartberg, 2002; Jones and Gosling, 2005）、偏側性テスト
（Tomkins et al., 2012; Schneider et al., 2013）および新規な状況においてのテスト





れている（Valsecchi et al., 2010; Tomkins et al., 2012）。パッシブテストは、気質テ
ストの 1 つであり、未知な環境において、活動レベル（Svartberg, 2002）と愛着








役割の犬の選抜に役立つ（King et al., 2012）ことから、第 2 章では、パピーテス
トと盲導犬の成功率を検討する。 
子犬の頃（puppyhood）の 4 つの発達期間は、新生子期（neonatal period）、移行
期（transition period）、社会化期（socialization period）、若年期（juvenile period）
である（森ら, 2012）。若年期は最長で、約 3 ヵ月齢から始まり、性成熟まで続く
（Scott and Fuller, 1965）。犬は通常、6〜9 ヵ月齢の性的成熟になるが、行動的ま
たは社会的成熟は、品種によって 12〜24 ヵ月の間で達すると考えられる（Overall, 
2013）。若年期は性成熟期を迎えるとともに終わると定義されているにもかかわ
らず、公表されたほとんどの研究では、1 歳未満のイヌは子犬、1 歳以上のイヌ
が成犬、または若い成犬とみなされている（Fratkin et al., 2013）。 
これまでの研究で、若年期についての研究は子犬の発育段階中で最も少ない。
犬の神経および行動の発達に関して知られているほとんどのものは、生後 8〜12
週齢に集中し（Scott and Fuller, 1965; Wilsson and Sundgren, 1998a; Svobodova et al., 
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ている（McCrae et al., 2000; Sisk and Zehr, 2005; Crone, 2009; McCormick and 
Mathews, 2010）ことから、第 2 章では、パピーテストを 2～3 ヵ月齢、7～9 ヵ月
齢、12～14 ヵ月齢に計 3 回行い、行動の一致度と、成長時期によって盲導犬適
性の予測ができる行動項目を見だすことを目的とした。行動は遺伝的要因と環
境的要因の両方によって決められていることから（MacKenzie et al., 1986）、成長
環境を調べるため、パピーウォーカーへのアンケート調査も行った。 
Jones と Gosling （2005）の調査では、50 件の先行研究のうち 43 件はイヌの
恐怖性に関連することから、恐怖は最も頻繁に出現する気質と考えられる
（Temesi et al., 2014）。大連訓練センターにおいても、2012 年 1 月から 2015 年
10 月までの不合格のイヌ（85 頭）の原因を調べたところ、気質的要因の中で最
も多かったのは恐怖性（25 頭、29%）であったことから、第 3 章では、盲導犬候
補犬の恐怖性を測定し、成功率との関連性を検討するために、新奇刺激テストを
設定した。これまでの研究では、コルチゾールはイヌのストレスと恐怖の生化学
的指標であることから（Clark et al., 1997; Beerda et al., 1998; Kobelt et al., 2003; 









（Batt et al., 2009）や、偏側性のないイヌは騒音に対する恐怖性が高いこと
（Branson and Rogers, 2006）、また、偏側性の強さは未知のヒトに接近、休息、大
きいな音からの回復と負の相関があること（Batt et al., 2008a）等が報告されてい
る。また多くの人間についての研究では、非右利きと精神病性障害との関連を示
し（Crow, 1997; Klar, 1999）、大規模な人口調査では、左利きが右利きより鬱病症
状を呈する可能性が高いことが示されている （Denny, 2009）。霊長類では、右利
きは左利きと比較し、より新規物を探察しやすく（chimpanzees, Hopkins and 
Bennett, 1994; common marmosets, Cameron and Rogers, 1999）、より新規な食べ物




Westergaard et al., 2003)。恐怖性は盲導犬の不適格要因になるため、第 4 章では、
first-stepping を用いて、候補犬の Motor lateralization(運動偏側性)を測定し、盲導





               第 1 章 
      パッシブテストのスコアと盲導犬育成成功率との関係 
 
第 1 節 目的 
行動的不適性は、盲導犬（James and Serpell, 2001）や多くの作業犬が不合格に
なる主な理由である（Duffy and Serpell, 2012; Notari et al., 2015）。盲導犬候補犬に
おける行動学的適性の早期発見は、盲導犬訓練施設にとって役立つであろう
（Schneider et al., 2013）。 
イヌの活動レベルと飼い主への愛着度は、訓練における犬の適性を予測する重












第 2 節 材料および方法 
1-2-1. 供試動物 
 供試動物として、2010 年 2 月から 2014 年 6 月までに大連訓練センターで生ま
れた候補犬 66 頭を対象とした。ラブラドール・レトリーバー（LR）51 頭（雌：
26 頭、雄：25 頭）、ゴールデン・レトリーバー（GR）13 頭（雌：2 頭、雄：11




 本実験は Svartberg（2002）のパッシブテストを改良し作成した。 
 テストは、実験開始時まで候補犬と接触がなかった実験者を「見知らぬ人」と
して、3 分間のエピソードを 2 つ実施した。図 1-1 に示したように、実験者は場
所 A に立ち、訓練士はイヌを連れてドア N から入り、訓練士は場所 B に立ち、
イヌのリードを離して自由にさせた（エピソード 1）。3 分間経過して、訓練士は
ドア M から出ていき、実験者はイヌと目を合わせないように、場所 A に座り本
を読んだ（エピソード 2）。すべてのテストはビデオカメラ（海康威视 YCW801-





図 1-1. パッシブテスト実験室の概要 
 
1-2-3. 行動評価 





表 1-1. 活度レベルの評価スコア 
スコア 
1         2         3         4         5 
 








表 1-2. 訓練士への愛着度の評価スコア 
スコア 
1        2        3        4        5 
 















   *スコア 2-4 は相対評価である。 
1-2-4. 訓練結果 




 GD と FGD の両グループの行動評価において、マン・ホイットニ検定を行っ









図 1-2 A に示したように、全エピソードにおいて、盲導犬になれたイヌ（GD）
（2.22±0.10）の活動レベルは不合格のイヌ（FGD）（3.12±0.16）より有意に低か
った（U =2967.5, p<0.001）。図 1-2 B に示したように、エピソード 1 において、
GD（2.14±0.13）は FGD（3.00±0.22）より有意に低かった（U =749, p<0.01）。エ
ピソード 2 においても、GD（2.31±0.17）は FGD（3.24±0.23）より有意に低かっ
た（U =739.5, p<0.01）。なお、GD において、エピソード 1 と 2 の間に有意な差
は見られなかった（U=383, p>0.05）。FGD においても、エピソード 1 と 2 の間に
有意な差も認められなかった（U=618.5, p>0.05）。 
 
 図 1-2. 活動レベル評価の結果  
mean ± SEM, ＊＊: p<0.01; ＊＊＊: p<0.001 
 
1-3-2. 愛着度 




なかった（U =1859.5, p>0.05）。図 1-3 B に示したように、エピソード 1 におい
て、GD（3.34±0.15）の愛着度は FGD（2.78±0.19）より有意に高かった（U =362.5, 
p<0.05）が、エピソード 2 においては、GD（3.76±0.13）と FGD（3.68±0.22）の
間に有意な差は見られなかった（U =581, p>0.05）。なお、GD において、エピソ
ード 1（3.34±0.15）はエピソード 2（3.76±0.13）より有意に低く（U=276, p<0.05）、
FGD においても、エピソード 1（2.78±0.19）はエピソード 2（3.68±0.22）より有
意に低かった（U=423.5, p<0.01）。 
 
図 1-3. 愛着度評価の結果 





























Palmer & Custance 2008）。多くの研究では、ヒトと他の動物種との間においても、
愛着度が存在すると報告された（Jozsef et al. 1998; Mongillo et al. 2013; Payne et al. 
2015）。見知らぬ人との対面やオーナーとの分離は、イヌの行動が変化する可能
性がある（Valsecchi et al. 2010; Kuhne et al. 2014; Scandurra et al. 2016）。エピソー
ド 2 と全エピソードの愛着度において、GD と FGD の間に有意な差は見られな
かったが、エピソード 1 において、GD の愛着度は FGD より有意に高かった。
愛着度スコア 3～4 のイヌは、エピソード 1 の訓練士が実験室いた時において、
イヌは実験室を探索するだけでなく、訓練士のことも一時的に見ていた。また、












にコントロールできない（Parthasarathy and Crowell-Davis, 2006）ことから、安定
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が示されているが（Slabbert and Odendaal, 1999; Svobodova et al., 2008; Asher et al., 
2013）、別の研究では、子イヌ期と成犬期の行動に関連性がない（Goddard and 
Beilharz, 1986; Wilsson and Sundgren, 1997; Wilsson and Sundgren, 1998a; Wilsson and 









ましいと考えられるため、第 2 章では、パピーテストを 2～3 ヵ月齢、7～9 ヵ月





第 2 節 材料および方法 
2-2-1．供試動物 
 供試動物として、2016 年 5 月から 2017 年 5 月までに大連訓練センターで生ま
れた候補犬 42 頭を対象とした。パピーウォーカー家庭の事情により、パピーテ
ストを３回行えない個体を除外し、ラブラドール・レトリーバ （ーLR）28 頭（雌：
12 頭、雄：16 頭）とゴールデン・レトリーバ （ーGR）4 頭（雌：1 頭、雄：3 頭）
の計 32 頭を用いた。 
 
2-2-2．実験方法および行動評価方法 
 Campbell（1972, 1975）が 70 年代に提言したパピーテストと公益財団法人日本
盲導犬協会が 2003 年に行ったパピーテストを参考に、本実験のパピーテストを
作成した。以下に示した【1】から【10】の 10 項目のテストを行い、そのうち
【1】は 3 項目、【2】は 2 項目に分けて、計 13 項目について、候補犬の行動を観
察・評価した。テストは、実験開始時まで候補犬と接触がなかった実験者（女性
1 名）を「見知らぬ人」として実施した。テストの所要時間は 10 分程度であっ
た。すべてのテストはビデオカメラ（海康威视 YCW801-A23, 深圳）により記録
され（図 2-1）、後に解析した。実験は候補犬の 2～3 カ月齢、性成熟期の 7～9 カ
月齢、訓練センターへ戻った直後の 12～14 ヵ月齢時に 3 回を行った。 
 なお、盲導犬の不合格の原因には健康上と行動上の問題の 2 つがある。行動
は、健康と同様に、複雑であり、遺伝的要因と環境的要因の両方によって決めら
れる（MacKenzie et al., 1986）。そこで、盲導犬候補犬は 2 ヵ月齢から 12 ヵ月齢
までパピーウォーカー家庭で生活することから、パピーウォーカーへのアンケ




         図 2-1、パピーテスト実験室の概要 
 
 























   ⓪ 実験室に入ったら、3 秒以内にドア N から離れ、実験室や実験者を探
索する 
① ドア N の前にいる時間は 30 秒間未満 
② 30～60 秒間ドア N の前にいる 
③ ドア N の前にいてほとんど動かない 
④ ドアを掻くほど外に出たがる 
1-2）新しい環境に対するイヌの反応 
   ⓪ まったく探索しない 
① 探索時間は 30 秒未満、それ以外の時間はほとんどドア付近にいる 





    ⓪ 実験者を無視する 
① 実験者を探索するが、興味を示さない 




③ イヌは入室して 5 秒以内に実験者を探索するが、ヒトの 1m 以内にい
る時間は 60 秒未満 
④ 実験者に興味を示し、60 秒以上ヒトの 1m 以内にいる 
 
【2】社会生活に対するイヌの興味 
 実験者はイヌから 1m 離れたところにしゃがんで、軽く手をたたいて、イヌの
名前を 3 回呼び、イヌの注意を自分の方へ向けさせた。 




     ⓪実験者に近寄ってこない 
① 3 秒以上経過してから、実験者に近づく 
② 3 秒以内に近寄るが、その後離れる 
③ 尻尾を上げ、3 秒以内に近寄り、実験者の臭いを嗅ぐ／舐める 
④ 尻尾を上げ、3 秒以内に近寄り、実験者に飛びつく 
 2-2）撫でに対するイヌの反応 
     ⓪実験者に近寄らず撫でさせない 









 実験者はイヌから離れて立ち、約 3.5km/h の速度で 2ｍX2ｍの正方形に沿って
3 周歩いた。 
     ⓪ 実験者についてこない 
① 実験者についてくるのは 1/2 周未満 
② すぐに実験者についてくるが、ついてくるのは 1.5 周未満 
③ すぐに実験者についてくるが、途中で離れたりついたりする（ついて







まま 30 秒間保つ。イヌが暴れて脱出した場合は、試行を中断した。 







 実験者はイヌから 1m から離れたところにしゃがんで、軽く手をたたいて、イ
ヌの名前を 3 回呼び、イヌの注意を自分の方へ向けさせた。 
24 
 
     ⓪実験者に近寄ってこない 









 この試行が終了後、イヌをドア N から出るようにさせた。 
⓪ ずっと逃げる 
① 逃げるが、撫でられる（15 秒未満） 





 図 2-2 の A に示した空き缶に小石を入れ、地上から 1.3 メートルの高さの板
(ドア M の壁に場所 A に合わせて貼り付けた)に置き、実験者は缶に縛った紐の
先端を持ち、場所 A に立つ。イヌをドア N から入れた後、実験者は紐を引っ張
り、缶を落下させた。その後 30 秒間イヌの反応を観察し、30 秒間経過、イヌを
ドア N から出した。 









 実験者は図２−１の場所 A に立ち、タオル（図 2-2 の B）を地面に置き、タオ
ルを結んでいる紐の先端を持つ。イヌをドア N から入れた後、タオルを紐で動
かした。30 秒間経過、イヌをドア N から出した。 







 実験者は図２−１の場所 A に立ち、人工のキツネの尻尾（図 2-2 の C, 40cm）
を地面に置き、尻尾を結んでいる紐の先端を持つ。イヌをドア N から入れた後、
キツネの尻尾を紐で動かした。30 秒間経過、イヌをドア N から出た。 








 実験者は図２−１の場所 A に立ち、閉じているワンタッチ式傘を持つ。イヌを
ドア N から入れ、近寄ってきたら、実験者は傘をき、開いた傘を地面に置いた。
30 秒間経過、イヌをドア N から出した。 
     ⓪ フリーズするか、逃げる 
① 傘に近寄らない、遠回りする 
② 3 秒以上経ってから、躊躇しながら傘に近寄る 




 パピーウォーカーへのアンケート調査は 3～4 ヵ月齢、7～9 ヵ月齢と 12～14












中国《盲導犬》国家標準（GB/T 36186-2018）の評価基準により、2018 年 7 月
20 日現在で合格したイヌ（2 頭）を成功率 100%とし、不合格のイヌ（3 頭）を
成功率 0%とした。訓練中のイヌ 26 頭について、それまでの訓練状況から、成
功の可能性を 10％刻みで 0 から 100％まで 11 段階に分け、12 名の訓練士へのア
ンケート調査を行って、予測成功率の平均値を計算した。各個体の担当訓練士の






















3 ヵ月齢）と 3 回目（12～14 ヵ月齢）、2 回目（7～9 ヵ月齢）と 3 回目について、
Spearman`s correlation coefficient by rank test（統計解析ソフト：4Steps エクセル統
計）を行った（n=32）。 
パピーウォーカーへのアンケート調査結果と 3 回のパピーテストの行動評価













表 2-2 に示した。1 回目（2～3 ヵ月齢）において統計的に正の相関がみられたの
















予測成功率 80%以上をグループ A（n=17）とし、80%未満をグループ B（n=14）
とした 2 グループについて、判別分析の 2 群の 2 次判別関数によって解析した。 
 1 回目（2～3 ヵ月齢）の行動評価の判別得点分布は図 2-2 に示した。表 2-3 に
示したように、正判別率は 2 グループにおいてすべて 100%であった。得られた






グループ A：予測成功率 80％以上の個体（n=17） 
グループ B：予測成功率 80％未満の個体（n=14） 
図 2-1．1 回目の行動評価の判別得点分布 
 




























表 2-5．1 回目（2～3 ヵ月齢）における行動評価項目の１次の係数と定数項 
 
 
2 回目（7～9 ヵ月齢）の行動評価の判別得点分布は図 2-2 に示した。表 2-5 に
示したように、正判別率は 2 グループにおいて全部 100%である。得られた 2 次





グループ A：予測成功率 80％以上の個体（n=17） 
グループ B：予測成功率 80％未満の個体（n=14） 
図 2-2．2 回目の行動評価の判別得点分布 
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表 2-8．2 回目（7～9 ヵ月齢）における行動評価項目の１次の係数と定数項 
 
 
3 回目（12～17 ヵ月齢）の行動評価の判別得点分布は図 2-3 に示した。表 2-9
に示したように、正判別率は 2 グループにおいてすべて 100%であった。得られ





グループ A：予測成功率 80％以上の個体（n=17） 
グループ B：予測成功率 80％未満の個体（n=14） 
図 2-3．3 回目の行動評価の判別得点分布 
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で得られた 13 変数に対して因子分析を行った（n=31）。 
 1 回目（2～3 ヵ月齢）について、13 行動評価項目に対して主成分解、バリマ
ックス回転による因子分析を行った（n=31）。結果を表 2-12 に示した。対角要素

















て解析した（図 2-4）。正判別率は表 2-13 に示した。予測成功率 80%以上の正判
別率は 58.82％であり、予測成功率 80％未満の正判別率は 78.57％であった。 
 
グループ A：予測成功率 80％以上の個体（n=17） 
グループ B：予測成功率 80％未満の個体（n=14） 
図 2-4．1 回目において 8 行動評価項目の判別得点分布 
 
表 2-13．1 回目（2～3 ヵ月齢）における 8 行動評価項目の判別結果 
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た（図 2-5）。正判別率について、グループ A は 76.47%であり、グループ B は
78.57%であった（表 2-15）。 
 
グループ A：予測成功率 80％以上の個体（n=17） 
グループ B：予測成功率 80％未満の個体（n=14） 
図 2-5．2 回目において 8 行動評価項目の判別得点分布 
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3 回目（12～14 ヵ月齢）について、13 行動評価項目に対して主成分解、バリマックス回転による因子分析を行った（n=31）。
結果を表 2-16 に示した。対角要素を共通性の推定値でおきかえた相関行列の正の固有値の数が 8 であるから、8 因子を採用
した。8 因子によって全分散を説明する割合は、78.29%であった。 
 









プ A（n=17）とし、80%未満をグループ B（n=14）とした。2 グループについて
判別分析の線形判別関数によって解析した（図 2-6）。予測成功率 80%以上の正




グループ A：予測成功率 80％以上の個体（n=17） 
グループ B：予測成功率 80％未満の個体（n=14） 

























 32 頭の盲導犬候補犬の成長時期間における行動の相関について Spearman`s 
correlation coefficient by rank test を行ったところ、表 2-18 に示したように、1 回
目（2～3 ヵ月齢）と 3 回目（12～14 ヵ月齢）との間に相関が認められた行動評
価項目は「不安レベル」（rs=0.46, p<0.05）、「拘束に対する抵抗性」（rs=0.39, p<0.05）




















ート調査の相関解析を行った。その結果、1 回目（3～4 ヵ月齢）の散歩時間は 3
回目（12～14 ヵ月齢）の「8.動くタオルに対する反応」と正の相関がみられた
（rs=0.44, p<0.05）（表 2-19、表 2-20）。 
 












第 4 節 考察 
 本章では、盲導犬候補犬のパピーテストにおいて 3 つの成長時期（2～3 ヵ月
齢、7～9 ヵ月齢、12～14 ヵ月齢）の行動評価と予測成功率の関連性について調
べた。さらに、成長時期間における相関も調べた。 
 行動評価項目を分けて予測成功率との相関を調べたところ、1 回目（2～3 ヵ
月齢）では、「不安レベル」において、予測成功率が低い個体のほとんどはスコ





























 3 つの成長時期間の行動の相関を調べたところ、7～9 カ月齢の値は 2～3 カ月
齢より 1 歳以降のイヌの行動と相関する項目が多かった。このことはイヌの行
動発達は性成熟まで続き、社会的成熟した後のほうが安定すると説明できる











第 3 章 
新奇刺激テストのスコアと育成成功率との関係 
 
第 1 節 目的 




て定義される（Cannon, 1929; Rachman, 1998; Öhman and Mineka, 2001）。 また、
恐怖は刺激に対する距離（例えば、脱出、回避、戦い、動かず）を取ることによ
って、個体の生存のための生物学的適応（進化）機構とみなされる（Öhman and 






体内糖新生を促進し、通常体内生理活動上昇時に分泌昂進する（Kawaguchi et al., 
2008）。これまでの研究では、コルチゾールはイヌのストレスと恐怖の生理学的
指標であると報告された（Clark et al., 1997; Beerda et al., 1998; Kobelt et al., 2003; 
Dreschel and Granger, 2009）。 コルチゾール測定は、血漿、尿、または唾液中の 3
つの方法がある。イヌに対して急性的および慢性的感情ストレスを負荷するこ
とにより、唾液中コルチゾールは有効な非侵襲的に採取できる指標物質として




ヒト（Kirschbaum and Hellhammer, 1989）およびイヌ（Vincent and Michell, 1992; 
Beerda et al., 1996）を含む多くの種において、血漿中の濃度と相関している。ま
た、唾液中コルチゾールは総コルチゾールレベルを直接示すと報告された（Cook 
et al., 1997）ため、ストレスに対する生理学的反応においては、血漿中コルチゾ








第 2 節 材料および方法 
3-2-1．供試動物 
供試動物として、2015 年 10 月から 2016 年 10 月までに大連訓練センターで生
まれた候補犬 39 頭を対象とした。ラブラドール・レトリーバ （ーLR）34 頭（雌：
14 頭、雄：20 頭）とゴールデン・レトリーバ （ーGR）5 頭（雌：2 頭、雄：3 頭）
を用いた。月齢は 12～14 ヵ月齢であった。 
 
3-2-2．実験方法 
スウェーデンワーキングドッグ協会（Swedish Working Dog Association）で用い
られている行動テスト：DMA (Dog Mentality Assessment) （Falt, 1997a; 1997b, 
Svartberg and Forkman, 2002）の“ゴースト”項目を参考に、本実験の新奇刺激テ
ストを作成した。 
実験者はサイの仮面を被り、ゴーストのような服を着ると同時に、胸の前に爆














5 回を行った。テストはビデオカメラ（海康威视 YCW801-A23, 深圳）により記
録され、後に行動を解析した。 
 
図 3-1. 新奇刺激テスト実験室の概要 
 
 




表 3-1 に示したように、新奇刺激テストにおける候補犬の行動を 1～5 の 5 段
階のスコアで評価した。 
 
表 3-1. 新奇刺激テストの行動評価スコア 
 
 
3-2-3. 唾液採取  
本実験において、唾液中コルチゾール濃度の測定を行った。イヌのコルチゾー
ルの日内変動が昼過ぎから夕刻にかけて小さい（Kawaguchi et al., 2008）ことか
ら、実験は 14 時から 16 時までの間に設定した。候補犬を 5 分間安静にさせて







に、唾液中コルチゾール濃度をコルチゾール免疫アッセイ（R&D Systems: Cortisol 
ELISA Kit）を用いて測定した。なお、唾液採取の量により、5 回分全てが揃えら







20 日現在で合格したイヌ（9 頭）を成功率 100%とし、行動上の問題で不合格に
なるイヌ（2 頭）を成功率 0%とした。訓練中のイヌ（28 頭）について、それま

































 供試犬 39 頭の行動評価と予測成功率の関係をスピアマン順位相関係数検定で
解析を行ったところ、表 3-2 に示したように、5 回のテストのいずれにおいても
有意な相関は見られなかった。 
 
表 3-2. 行動評価スコアと予測成功率との相関関係  
 
さらに、予測成功率 80%以上（n=29）と 80%未満（n=10）の 2 グループ間に
ついて解析したところ、テスト 1 回目において、予測成功率 80%以上（2.83±
0.26）と 80%未満（2.50±0.50）の間に有意な差は見られず（U=123.5, p=0.47）、
2 回目においても、予測成功率 80%以上（3.41±0.21）と 80%未満（3.20±0.39）
の間に有意な差は見られなかった（U=130, p=0.61）。3 回目において、予測成功
率 80%以上（3.79±0.15）は 80%未満（3.10±0.31）より高い傾向が見られた（U=89, 
p=0.05）。4 回目においても、予測成功率 80%以上（3.69±0.14）は 80%未満（3.20
±0.25）より高い傾向が見られた（U=98, p=0.10）。そして 5 回目においては、予
測成功率 80%以上（4.00±0.13）は 80%未満（3.30±0.34）より有意に高かった







図 3-3. 行動評価スコアにおいて、予測成功率 80%以上と未満の比較 
mean ± SEM,＊：p<0.05  
予測成功率 80%以上 n=29, 予測成功率 80%未満 n=10 
 






 供試犬 28 頭の唾液中コルチゾール濃度を解析したところ、テスト 2 回目にお
いて予測成功率 80%未満のうちの 1 頭のデータは棄却検定により、棄却したた
め、2 回目の解析に用いた予測成功率 80%未満の候補犬は 5 頭であった。 
表 3-4 に示したように、テスト 1 回目における唾液中コルチゾール濃度変動率
と予測成功率は正の相関の傾向が見られた、2 回目から 5 回目においては有意な
相関が認められなかった。 
表 3-4. 唾液中コルチゾール濃度変動率と予測成功率との相関関係 
 
  
さらに、予測成功率 80%以上（n=22）と 80%未満（n=6）の 2 グループ間につ
いて解析したところ、テスト 1 回目において、予測成功率 80%以上（104.91%±
5.19%）は 80%未満（86.16%±6.64%）より高い傾向が見られた（t=1.77, p=0.09）。
逆に 2 回目においては、予測成功率 80%以上（98.48%±4.04%）は 80%未満












図 3-4. 唾液中コルチゾール濃度変動率において、 
予測成功率 80%以上と未満の比較 
mean ± SEM  
1 回目、3 回目、4 回目、5 回目において、予測成功率 80%以上 n=22, 予測成功率 80%未満 n=6 
2 回目において、予測成功率 80%以上 n=22, 予測成功率 80%未満 n=5 
 
3-3-3. 行動評価スコアと唾液中コルチゾール濃度変動率の関係 
 表 3-5 に示したように、行動評価スコアと唾液中コルチゾール濃度変動率の間
に有意な相関が見られなかった。 









測成功率 80%以上と 80%未満の 2 グループを比較したところ、テスト 3 回目、4
回目には予測成功率 80%以上のスコアは高い傾向があり、5 回目においては予測
成功率 80%以上のスコアが有意に高かった。5 回目において、予測成功率 80%未
満の候補犬は恐怖反応を示すスコア 2 のイヌがまだいたのに対して、予測成功
率 80%以上の候補犬は全頭がスコア 3 以上で恐怖反応レベルが低かった。これ
は刺激の提示回数とともに、予測成功率 80%以上の候補犬においては、最初に
あった恐怖性を低下させていくことができると示唆された。さらに、テスト期間




第 2 章で示されたパピーテストの 2～3 ヵ月齢時において、新しい環境において
適度の緊張感を持ったほうが盲導犬に適するという結果と一致した。 
先行研究において、唾液中コルチゾール濃度はストレス負荷時に高く変動す
ることが報告されている（Clark et al., 1997; Beerda et al., 1998; Kobelt et al., 2003; 
























第 4 章 
偏側性と育成成功率との関係 
 
第 1 節 目的 
脊椎動物の脳での情報処理は、左半球と右半球で異なる (Rogers and 
Andrew,2002)。左半球は非ストレスの状態で良好な行動パターンを制御する。即
ち、刺激によって、容易に注意をそらさず高い集中力を保つことである。右半球









性の研究では、目の上（Tan, 1987; Tan and Caliskan, 1987）や鼻筋（Quaranta et al., 
2004, 2006; Poyser et al., 2006; Batt et al., 2008a, 2008b, 2009）から粘着テープの除
去、頭から毛布を取り除く、“お手”、金属缶（Wells, 2003）や KongTM（KONG 
Company, Colorado; Branson and Rogers, 2006; Batt et al., 2007, 2008b, 2009; 
Siniscalchi et al., 2008; McGreevy et al., 2010; Tomkins et al., 2010; Schneider et al., 
2013）を与えた際の前肢の使用、食べ物や（Branson and Rogers, 2006; Poyser et al., 





さらに、立位から階段を下りる時に使う前肢（first-stepping；Tomkins et al., 
2010,2012a;）、座位や立位から歩き出す際、先に地面に着いた足（van Alphen et al., 
2005）、歩行中に優先的に使用する足（Hackert et al., 2008）などが調べられてい
























第 2 節 材料および方法 
4-2-1．供試動物 
  供試個体として、大連訓練センターの候補犬のラブラドール・レトリーバー
（LR）40 頭（雌：18 頭、雄：22 頭）とゴールデン・レトリーバー（GR）5 頭
（雌：2 頭、雄：3 頭）を用いた。供試犬の概要は表 4-1 に示した。月齢は 11.5
〜17 ヵ月齢であった。 
 
表 4-1．供試犬の概要     
 
















誘導した。実験者はランダムに 25 回ずつ候補犬の左右を歩いた（表 4-2）。なお、
候補犬の疲労を考慮し、25 回が終わる時点で、5 分間の休憩を設定した。 
 















実験 2 では、Litter-E（LR-9 頭）、Litter-I（LR-6 頭）、Litter-J（GR-5 頭）を用い
た。図 4-2 のように、実験者が候補犬を連れ、階段を上り、坂を下りる順で 50
回を行った。詳細は実験１と同様である。 
 









偏側性の方向は z-score を用いて判定し、|z|>1.96 は有意な偏側性を持つことを
示す。即ち、z>1.96 は右偏側性、z＜-1.96 は左偏側性を示し、|z|＜1.96 は偏側性
なしとなる（Branson and Rogers, 2006）。その求め方（計算公式）は、 
z=[R-(R+L)/2]/√[(R+L)/4] である。 
偏側強度（Lateralization strength） 
偏側強度は、偏側性指数（Lateralization index, LI）を用いて表した。LI の範囲
は-100～100 で、LI が負の場合はより左偏側性、正の場合はより右偏側性である。
偏側性の強度は LI の絶対値（|LI|）で表される。絶対値が大きければ、偏側方向
に関らず、偏側性の強度が大きいことを示す（Tomkins et al., 2010）。その求め方




健康上の問題で不合格になるイヌ（Litter-B♀1, Litter-C♀2, Litter-E♀1, 合計 4
頭）は予測成功率の解析から除いた。候補犬 45 頭のうちの 41 頭を対象とした。 
中国《盲導犬》国家標準（GB/T 36186-2018）の評価基準により、2018 年７月
20 日現在合格したイヌ（11 頭）を成功率 100%とし、不合格のイヌ（8 頭）を成
功率 0%とした。訓練中のイヌについて、それまでの訓練状況から、成功の可能
性を 10％刻みで 0 から 100％まで 11 段階に分け、訓練士へのアンケート調査を
行った。該当候補犬に詳しい訓練士の予測成功率の平均値を計算した。各個体の










測率との関連性を調べた。2018 年７月 20 日時点で合否の結果がわかっている 15
頭（合格したイヌ：11 頭、行動上の問題で不合格のイヌ：4 頭）の合否と偏側性




・Chi-square for independence test mxn contingency table：  
性別と偏側性方向、色と偏側性方向、腹と偏側性方向、盲導犬の合否と偏側性
方向に関連があるか否か 
・Mann-Whitney`s U test： 
性差や犬種別において、LI の有意差の解析 
・Spearman`s correlation coefficient by rank test： 
 成功予測率と LI、成功予測率と偏側性強度に相関の解析 
・Student`s t test： 
 盲導犬の合否において、LI の有意差の解析 
・Kruskal-Wallis test： 
 成功予測率は偏側性方向によって有意差の解析 
・paired t test： 































第 3 節 結果 
4-3-1. 性別、毛色、腹、および犬種と偏側性との関係 
 供試犬 45 頭のうち、右偏側性を示した個体が 36%、左偏側性は 49%、偏側性
なしが 15%（図 4-3 の A）であった。メスにおいては、右偏側性が 25%、左偏側
性が 65%、偏側性なしが 10%（図 4-3 の B）で、オスでは、右偏側性が 44%、左





 犬種については、GR の LI（-39.2±28.6）と LR の LI（-8.0±9.8）を比較した
ところ、平均値には差が見られたものの個体差が大きく、また例数の違いも大き
いことから、有意差は認められなかった（U=60, p=0.23）。GR の偏側性強度（68.00
±6.81）と LR の偏側性強度（51.89±4.53）にも有意差はなかった（U=121.5, 
p=0.21）。 













 健康的原因で不合格のとなったイヌを除いた 41 頭で解析した結果、予測成功
率と偏側性の方向に関連は見られなかった（H=2.32, p=0.30）。予測成功率と偏側
性の強度にも関連はなかった（Z=0.69, p=0.57）。 
 しかし、2018 年７月 20 日時点で合格か不合格否の結果がわかっている 15 頭
（合格したイヌ：11 頭、行動上の問題で不合格のイヌ：4 頭）を解析したところ、
偏側性の方向とは関連がなかった（χ2=3.22, p=0.20）が、LI に有意差が認められ
た（t=2.58, p=0.02）（図 4-4）。 
 
図 4-4、合格と不合格のイヌの LI の比較 
（mean ± SEM, *：p<0.05, n=11GDs / 4FGDs） 
 
4-3-3．階段上り下りの条件や上り下り回数の異なる場合の偏側性の一致度 













±14.74）と階段上り下り各 25 回ずつ計 50 回の LI（-26.6±10.12）に差は見られ
なかった（t=-0.10, p=0.54）（図 4-5）。偏側性方向について、階段下り 50 回と階
段上り下り各 25 回ずつ計 50 回で比較したところ、20 頭の内、17 頭の偏側性方
向が一致した（85%）。 
次に、全候補犬 45 頭の階段下り 50 回の LI（-11.2±8.93）と階段下り 25 回の
LI（-10.4±9.06）を解析したところ、差は見られなかった（t=-0.34, p=0.63）（図




図 4-5、階段下り 50 回と階段上り下り 25 回ずつの LI の比較 

















       図 4-6、階段下り 50 回と下り 25 回の LI の比較 























第 4 節 考察 
恐怖性は盲導犬訓練の失敗の重要な理由の 1 つであり、恐怖感の強い犬は盲





2018 年７月 20 日時点で合否がわかっている候補犬のうち、全ての不合格個体




性は左偏側性と比較して、より新奇物を探察しやすく（Hopkins and Bennett, 1994; 
Cameron and Rogers, 1999）、新奇な食べ物の匂いを嗅ぐ可能性が高い（Braccini 
and Caine, 2009）。さらに、左偏側性は右偏側性より実験中に恐怖反応を示しやす
かった。左偏側性は社会的に隔離されたり、攻撃されたりする可能性が高いのに












は LR であることから、GR や、LR と GR の雑種についてのさらなる検討が必要
と思われる。本実験において、GR は１腹だけで、候補犬も 5 頭と少なかったが、
全ての個体は偏側性がより強い個体であり、4 頭の LI 値は負であった。大連訓
練センターの訓練士の経験によると、GR の成功率のほうが低い（未発表データ）
ことから、LI 値と盲導犬育成成功率の関連性がある可能性が示唆された。 
 今までの多くの研究では、50 回や 100 回の階段下りデータを収集してから統
計を行ってきたが、本研究において、50 回と 25 回の LI に差はなかったことか
ら、回数を減らしても結果への影響が少ないことが示唆された。また、階段下り













行動的不適性は、盲導犬（James and Serpell, 2001）や多くの作業犬が不合格に
なる主な理由である（Duffy and Serpell, 2012; Notari et al., 2015）。盲導犬候補犬に
おける行動学的適性の早期発見は、盲導犬訓練施設にとって役立つであろう
（Schneider et al., 2013）。本研究では、実験に基づく早期適正判断に有効な気質
テストの作成等により、盲導犬育成の成功率向上の一助となることを目的とし
て調査した。 










ながら探索するイヌと、7～9 ヵ月齢や 12～14 ヵ月齢時に動くタオルに対する反
応が高いイヌは盲導犬に適すると示した。また、判別分析によって得た計算式を
用いて、予測成功率 80%以上と未満の判断ができることを明らかにした。 














た（Doddard and Beilharz, 1984; Goddard and Beilharz, 1982; Scott and Bielfelt, 1976; 
Serpell and Hsu, 2000）。さらに、大連訓練センターにおいて、気質的要因の中で
最も多かったのは恐怖性であった（2012 年 1 月～2015 年 10 月）。しかし、本研
究では、2～3 ヵ月齢時の子イヌにおいても、成長後の 12～14 ヵ月齢時のイヌに
おいても、新規な環境や新奇な刺激に対して、適度の緊張感を持つほうが盲導犬




















































【第 1 章】パッシブテスト 
イヌの活動レベルと飼い主への愛着度は、訓練におけるイヌの適性を予測す
る重要な 2 つ指標であることが報告されているため、第 1 章では、パッシブテ
ストを用い、行動スコアと盲導犬育成成功率との関係を検討した。パッシブテス




29 頭が盲導犬として合格（GD）、37 頭が不合格（FGD）と判定された。 
その結果、GD の活動レベル（2.22±0.10）は FGD（3.12±0.16）より有意に低
かった（P＜0.001）。アタッチメントレベルには、両群間に有意差は認められな
かったが、飼い主と未知の女性と一緒にいた最初の 3 分間において、GD（3.34 








第 2 章から第 4 章まで用いた実験対象は 2015 年 10 月から 2017 年 5 月までに
生まれた候補犬であり、中国大連盲導犬訓練センターでは盲導犬の訓練期間は




能性を 10％刻みで 0 から 100％まで 11 段階に分け、12 名の訓練士へのアンケー
ト調査を行って予測成功率の平均値を計算した。なお、各個体の担当訓練士の予
測値については、値を 2 人分として計算した。 
 
【第 2 章】パピーテスト 
第 1 章において、気質テストと盲導犬育成成功率の関係を示したが、より早
い時期におけるイヌの行動と育成成功率の関連性を調べるために、第 2 章では、
パピーテストの結果と盲導犬の予測成功率との関係を検討した。10 項目 13 変数
のパピーテストを作成し、候補犬の 2～3 ヵ月齢、性成熟期の 7～9 ヵ月齢、訓練
センターへ戻った直後の 12～14 ヵ月齢時に 3 回を行った（n=32）。さらに、パ
ピーウォーカーへのアンケート調査も実験時期に合わせて 3回を行った（n=24）。 
その結果、テスト 1 回目（2～3 ヵ月齢）において予測成功率との間に有意な
正の相関がみられたのは「不安レベル」（rs=0.40, p=0.03）であった。テスト 2 回




「動くタオルに対する反応」（2 回目：rs=0.44, p=0.02; 3 回目：rs=0.41, p=0.02）
であった。さらに、パピーウォーカーへのアンケート調査の解析結果において、








【第 3 章】新奇刺激テスト 
 大連訓練センターにおいて、2012 年 1 月から 2015 年 10 月までの間に、盲導
犬として不合格と判定されたイヌ（85 頭）の原因を調べたところ、気質的要因





候補犬に近寄ってから離れた。実験は 3 日間連続で 14 時～16 時に行い、7～10
日間を空けてから、また２日間連続で行い、計 5 回を行った。さらに、実験前後
において、唾液中コルチゾール濃度の測定を行った。 
その結果、テスト 1 回目において、予測成功率 100%のイヌの行動スコアの平
均値は 2.08±0.29 であり、恐怖性が予測成功率 80%未満グループ（2.50±0.50）




傾向があり、5 回目において予測成功率 80%以上（4.00±0.13）は 80%未満（3.30




ることが示唆された。さらに、テスト期間を 7 日～10 日間を空けても、恐怖性
は戻らないことも示された。 
 
【第 4 章】偏側性テスト 
第 3 章では新奇刺激テストにおける候補犬の恐怖性を測定した。イヌの運動
偏側性についても、恐怖などの感情反応との関係が報告されているため、第 4 章


































                            Summary 
Guide dogs are assistance dogs trained to assist blind and visually impaired people 
with various difficulties in life. Guide dogs offer multiple benefits to visually impaired 
people, including increased independence, confidence, and social interactions, that enable 
the owner to lead a positive life. Over the past decades, many studies have been conducted 
to investigate various aspects of guide dog selection and training. However, a low success 
rate in training dogs contributes to large development costs. Considering the long time 
and high cost of training a successful guide dog, an early understanding of behavioral 
suitability for guide work in potential guide dogs would be useful for guide dog 
organizations. Behavioral issues are the primary reason for the rejection of dogs from 
training among many working dog organizations, e.g., guide dogs for the blind. The aim 
of this study was to identify dogs best suited to guide dog work by behavioral experiments. 
All of the experiments were conducted at the China Guide Dog Training Center of Dalian.     
Previous studies using these methods have demonstrated that the activity level and 
attachment of dogs to the owner are two of important indexes to predict the suitability of 
the dogs in training. In chapter 1, the passive test was used to test the activity level and 
attachment of the dogs. Briefly, the passive test includes two 3-minute episodes in which 
the dogs were placed in an unfamiliar environment, introduced to an unfamiliar (strange) 
woman, and subjected to separation from their human companion. This study permits us 
to study both the activity level and attachment of dogs to the owner. After training, 37 
failed guide dogs (FGDs) that were not suitable for work as guide dogs (GDs) were 
identified by the China Guide Dog Training Center of Dalian. In the passive test, the GDs 




and no significant difference in attachment degree was found between the GDs and the 
FGDs. However in episode 1, the score of attachment degree of the GDs (3.34 ± 0.15) 
was significantly higher than that of the FGDs (2.78 ± 0.19), which means that the GDs 
group had a more stable attachment to their owner. This study indicated that dogs with a 
lower activity level, secure attachment to their owner are more easily trained as guide 
dogs. 
In chapter 1, we showed the relationship between temperament test and guide dog 
training success rate, but in order to investigate the relationship between dog's behavior 
and success rate of success at an earlier time, in chapter 2, we examined the relation with 
the result of puppy test and the guide dog prediction success rate (Average value of 
trainer's questionnaire). The puppy test was made by 10 items 13 variable. The dogs were 
tested three times at 2 to 3 months, 7 to 9 months of the age at sexual maturity, and 12 to 
14 months of the age after returning to the training center. In addition, a questionnaire 
survey to Puppy Walker was conducted three times according to the experimental period. 
As the result, positive correlation was found between "1-1. Anxiety level" and the guide 
dog prediction success rate (rs = 0.40, p = 0.03). Also, positive correlation was found 
between the second time (7 to 9 months old) and the third time (12 to 14 months old) as 
"8. Chase instinct of towel" (second time: rs = 0.44, p = 0.02; third time: rs = 0.41, p = 
0.02). Furthermore, in the analysis result of the questionnaire survey to Puppy Walker, 
since a positive correlation was found between the length of walking time at 3 months of 
age and " Chase instinct of towel" of the second and third time, we thought that the longer 
walk of Puppy Walker and the dogs at 3 months of age have a positive effect on training 
guide dogs. In addition, discriminant analysis of three times of puppy tests was performed, 




80% of the prediction success rate in all three times (correct discrimination rate: 100%). 
The puppy test and behavior evaluation used in this study can be judged to be valid for 
evaluating potential guide dogs. 
Fearfulness was the most common temperament factor for failure of guide dogs 
during training at the Dalian training center. So, in chapter 3, we made a novel strange 
stimulation test, examined the relationship between the result and the training success rate. 
The experimenter suffered a mask of a rhinoceros, wore clothes like a ghost, and attached 
a speaker (80 to 100 dB) through which a sound of firecrackers flowed in front of the 
chest. The dog and its trainer were waiting in the room. The experimenter entered the 
room, while approaching the dog by moving both hands up and down largely on both 
sides of the body, then left. The experiment was conducted for 3 consecutive days from 
14 o'clock to 16 o'clock, after 7 to 10 days vacancy, it was carried out for 2 consecutive 
days, and a total of 5 times. Furthermore, before and after the experiment, the 
concentration of cortisol in saliva was measured. In the first time, the average value of 
the behavioral score of the dog with the prediction success rate of 100% was 2.08 ± 0.29, 
the fearfulness was higher than the prediction success rate of less than 80% (2.50 ± 0.50), 
but in the second and third time, the score of the prediction success rate of more than 80% 
tended to be high, and the prediction success rate of more than 80% (4.00 ± 0.13) was 
significantly higher than the rate of less than 80% (3.30 ± 0.34) in the fifth time (U = 83, 
p = 0.03). There was a positive correlation trend between the fluctuation rate of salivary 
cortisol concentration in the first test and predicted success rate (rs = 0.37, p <0.1). 
Therefore, it was suggested that in the dogs with a prediction success rate of more than 





Knowing a given animal’s motor laterality may be predictive of its fearfulness. First-
stepping test was used in chapter 4, to examine the relationship between the result and the 
training success rate. Overall preference was determined using the lateralization index 
(LI and z-scores). There was no significant association between the guide dog prediction 
success rate and motor laterality (H=2.32, p=0.30). But compared LI which already 
showing results of guide dogs (GD) or failed guide dogs (FGD), GD (29.09 ± 13.32)  
was significantly higher than FGD (-34 ± 16.53) (t = 2.58, p = 0.02). It was suggested 
that the dogs with bias right-paw are more easily trained as guide dogs. In addition, there 
was significant association between the first time of novel strange stimulation test and 
motor laterality (LI) (rs = - 0.33, p = 0.04). This study indicated that dogs with bias right-
paw had moderately fearfulness of the stimulus presented for the first time, furthermore 
it decreased the fearfulness with the number of presentations, suitable for guide dogs. 
In this study, we could find three evaluation items suitable for guide dog with puppy 
test. Also, if all 13 items will be implemented, it is possible to judge a dog with a success 
prediction rate of more than 80% or less than 80%. Furthermore, since there was a new 
finding on the relationship between the fearfulness and the success rate of guide dog, this 
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33.3541144753568* (①-1) -70.6843191683584 * (①-2)+ 108.668170219667* (①-3) -
232.218132363527* (②-1) -99.785514309759 *(②-2) -698.183278772801* ③-
129.535699497641*④+26.8779084458229 *⑤+522.088068666968*⑥-59.3061264668236*⑦-
297.503393206058*⑧-173.748522108543 *⑨+460.476594131779* ⑩+765.876058943264 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
